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備  考

1100
目標設定
標準化班
1/17～1/22

1週間
基本手順・作業内容は作業標準に従う（以降の各アクティビティも同じ）。
本プロジェクトの特記事項について記す。







・プロジェクト・メンバの編成・目的の確認。







・調査目的の確認（全員にて討議形式で行う）







・先の標準化委員会提案（予備調査報告）の内容レビュ







・プロジェクト目標確認資料の作成







・概略のシステム想定は最新の技術を組み込み、現行方式を意識しないで立案する。







・現状調査の項目の棚卸、調査領域別分担決定、メンバの確認
現状調査・分析作業計画






・フェーズ計画の作成
フェーズ計画書






・標準化委員会でフェーズ計画の承認を得る。



1200
現状調査・分析
〃
1/24～2/26

5週間
・社内ソフトウエア開発方式の実態把握（特にプログラム・パターンと標準化実態）

プログラム仕様書





・社内ソフトウエア開発の問題点と改善ニーズを確認し、その原因と解決方向を検討する。

アンケート､インタビュ





・現状ソフトウエア内容、現状プロジェクト環境をアンケートとインタビュで調査する。
技術調査・研究資料






・他社・メーカ動向、技術の現状および動向調査の4領域で調査する。
詳細は現状調査・分析作業計画参照。
問題点・ニーズ分析表


1300
課題設定
〃
2/28～3/12

2週間
・開発基本方針は現状の開発方式との調和を考慮して設定する。
開発基本方針






・課題設定では課題と効果の関連が明確になるように留意する。







・必要に応じて、課題（What）と解決方策（How）についての解説資料を作成する。

標準化委員会レビュ





・長期的課題と短期的課題を区分する。
システム対象部門一覧表






・新システムの機能の明確化を行い、現状方式と改善目標の差を明確化する。
システム課題説明書


1400
システム案作成
〃
3/14～4/9

4週間
・新システムの機能と要求条件から設計条件を整理して、設計分担を決める。
・ソフトウエア開発のライフ・サイクルの対象工程ごとに処理方式を検討する。
・改善システム案は、開発の作業方式とそれに必要な技術標準を分離して明確化する。
機能要件設定表
システム概念図
システム概要説明書
処理内容説明書






（以下略）
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